
秩父市立秩父第一小学校における人権教育の取組 
～ 障害のある人に関わる人権教育の推進 ～ 

 
秩父市立秩父第一小学校 加藤 奈々子 

 
１ はじめに 
（１）本校の概要 

本校は明治６年に大宮学校として創立して以来、開校１５３年を迎えた歴史と伝統ある学校

である。通常学級６学級、特別支援学級３学級の全９学級、児童数１１９名である。また、秩

父市の特別支援教育の中心校として、県立秩父特別支援学校との交流学習を毎年実施してお

り、障害のある人との関わりや人権に対する意識を高くもち、教育活動を行っている。 
（２）本校の学校教育目標 

ア 基 本 目 標 「進んで考え、豊かな心をもち、たくましく生きる子」 
イ 具 体 目 標 「あかるく なかよく かしこく」 
ウ 目指す学校像 「あいさつ・ありがとう・歌声が響き、一人一人が笑顔で輝く学校」 
 

２ 本校の人権教育 
（１）人権教育目標 

人権感覚の高揚を図り、人権についての正しい理解を深め、様々な人権問題を解決しようと

する児童を育成する。 
（２）学年の重点目標 

低学年 友達と仲よくし、誰とでも協力できる子 
中学年 一人一人の友達を大切にし、相手の立場に立って考える子 
高学年 差別や偏見をもつことなく、公平に接し、自他の人権を尊重する子 

 
（３）本校の主な取組 
  ア 人権作文 

     人権作文への取組を通して、教員、児童ともに、人権に対する意識を高めている。 
イ 縦割り班遊び・チャレンジ集会（全校） 

     ロング昼休み等を活用した縦割り班遊びでは、６年生が中心となって遊びを考え、班のみ

んなで遊ぶ。また、全校児童集会活動のチャレンジ大会では、縦割り班で遊びを担当し、全

校で集会を楽しんでいる。活動を通して、異学年の交流や、男女の協力が行われている。 
ウ 情報モラル教育の推進（４～６年） 

   長期休業前や授業参観・懇談会にて情報モラル（ＳＮＳの使い方、関わり方について）の 

授業を行い、児童にＳＮＳとの関わり方について考える場を設けている。また、授業参観・

懇談会で保護者の方に向けタブレット端末やスマートフォンの使い方について話をし、正し

い使用方法について協力を仰いでいる。 
エ いじめ撲滅宣言 
  学年ごとにいじめ撲滅宣言を作成し、通路に掲示を行っている。作成した掲示物をもとに、 

各クラスで「いじめゼロ」を目指している。 
オ 人権の花の栽培 
  児童が協力し合いながら花を育て、その成長を観察することによって情操を豊かにし、

「相手の立場を考え行動する心や思いやりの心を育てる」ことや「生命の尊さ、感謝の気持

ちを体得する」という人権尊重の意識を身につける。 
カ よろしくねの会（１・２年生） 

    ２年生が１年生の手を取り校内を案内したり、一緒に遊んだりする活動。学年および男女

の垣根を越え、みんなで仲良くなれるよう、２年生はお兄さんお姉さんとして一生懸命活動

している。１年生は２年生の振る舞いや行動を通して、優し

くされることの喜びを体験し、自己の行動をより温かなもの

としようとする心情が芽生える。 
 
 
 



 
キ 人権教室（４年生） 

    人権擁護委員の方をゲストティーチャーとして迎え、読み聞かせ劇を中心に行っていただ

いている。人権教室を通して、児童は身近な人権問題である｢いじめ｣や｢障害のある方｣につ

いて考えを巡らせ、友達の意見を聞きながら考えを深めていく。 
 
３ 障害のある人に関する人権教育の取組 
  総合的な学習の時間の一環として、障害や福祉について学ぶ機会を位置づけている。 
（１）特別支援教育の充実（全校） 
   毎年、県立秩父特別支援学校との交流学習を行っている。本校の児童にとっては、障害のあ

る人に対する差別や偏見といった心の障壁が取り除かれ 、特別支援学校の児童にとっては異な

る環境に対する対応力や、大きな集団での社会性を培うことができている。  
（２）手話教室（３年生） 

 児童は｢あいさつ｣や｢自分の名字｣などの手話を学び、簡単な会話をすることを体験する。こ

の体験で、誰に対しても公正・公平に接していこうとする心情を育むことができている。 
（３）アイマスク体験（４年生） 

     アイマスクを着用し、校舎の中を歩く体験を行っている。廊下や階段など何気なく歩いてい

る場所に危険が潜んでいることに気づき、視覚障害がある方の気持ちや大変さに気づくことが

できた。 
（４）車いす体験（５年生） 

車いすで段差を乗り越えたり、スロープを上り下りしたりする活動を行っている。車いすの

介助の仕方を学びながら、障害のある人の大変さや、相手の立場に立った考え方、行動の仕方

を実感することができた。 
（５）高齢者体験（６年生） 

膝が曲がらなくなるようにサポーターを付けたり、視野が狭くなるめがねをかけたりして、

自由に動けない疑似体験をした。高齢の方や障害のある方の気持ちに近付くことができた。 
 

 
 
 
 
 
 

「手話体験」           「アイマスク体験」     「車いす体験」 
 
 
 
 
 
 
 

「高齢者体験」         「交流学習」          
４ 成果と課題 
（１）成果 

・体験や活動を通して、障害のある人の生活や考え方を知ることで、思いやりや共感の心、多様

性を受け入れられる姿勢を育てることができた。 
・秩父特別支援学校との交流を推進することで、障害を身近なこととして捉え、障害のある人へ

の接し方を工夫しようとする姿が見られた。 
（２）課題 

・ＳＮＳを通じたトラブルが増えてきており、引き続き指導を充実していく必要がある。 
・体験や活動を通じて学んだことを学校外の生活でどのように実践していけばよいかという意識

を育む必要がある。 
・特別支援学校との交流学習が更に充実した取組となるよう、推進していく必要がある。 



皆野町における人権教育の取組 

～同和問題に関わる人権教育の推進～ 

 

皆野町教育委員会 

１ 皆野町概要 

皆野町は、埼玉県の北西、秩父郡の北東に位置し、東は東秩父村に、北は寄居町・長瀞町・本庄

市に、西は神川町に、南は秩父市にそれぞれ接している。また、町の中央を荒川が東流し、四方を

山々に囲まれた秩父盆地の一角に位置し、山林を渡る涼やかな風、荒川清流の水辺など、豊かな自

然あふれる町である。さらに、皆野町は、秩父音頭発祥の地でもあり、文化と人とのつながりを大

切にし、自然や文化を活かした観光面でも発展している。 

皆野町では、このような自然・文化の特色を活かし、第５次皆野町総合振興計画（平成 29 年度

から令和 8年度）において、まちづくりの主要目標「豊かな心と多彩な文化を育むまち」を目指し、

推進する施策の一つに「『ひと』が輝くまちづくり」を掲げている。 

以上を踏まえ、皆野町教育委員会では「心にふるさとと夢を宿し、生きる力を培う教育と文化の

町をめざす皆野教育」を実現するために同和教育を含めた人権教育に取り組んでいる。 

 

２ 人権の尊重と男女共同参画社会の実現について 

  「『ひと』が輝くまちづくり」の施策として「人権・同和対策の推進」を掲げ、正しい知識・理解

を深めるための研修会等の啓発事業の推進や同和問題をはじめ、障害、疾患等への偏見差別解消の

ための活動の推進を図る。 

（１）人権教育・啓発活動の推進 

   ア 全ての町民が、互いの人権を尊重しながら共に生きる社会実現のため、人権啓発を推進

し、人権意識の高揚を図る。 

   イ 人権教育に関する学習について、学校や地域社会など、様々な機会や場所における充実を 

図る。 

  ウ 基本的人権尊重の理念に基づく人権教育を推進する。 

（２）男女共同参画社会の実現 

  ア 男女共同参画社会の実現に向けた意識改革 

イ 男女共同参画を進める地域づくり 

  ウ 安心・安全に暮らせる男女共同参画のまちづくり 

   

３ 学校教育における皆野町の人権教育 

（１）全教職員の人権意識の高揚 

令和７年度夏季教職員研修会の冒頭で、教育長は次のように語っている。 

「令和９年度の小学校の統合をひかえ、今後の皆野町の学校教

育はウェルビーイングな学校づくりを目指しています。そのため

には子供たちの人権が守られることが大前提です。子供の人権を

尊重する質の高い学校教育を作っていくという使命感を一人一人

の先生方にもっていただきますようお願いいたします。」 

様々な機会を通して、教職員の人権意識を高め資質向上を図る  

働きかけをしている。 「夏季教職員研修会」 



（２）人権教育の取組 

  ア 人権をテーマとした全教職員対象の夏季研修会の実施 

  【近年の研修講師の所属と研修テーマ】 

   県教育局人権教育課指導主事 「学校における人権教育」「人権教育の現状と課題」 

県福祉部地域包括ケア課職員 「ヤングケアラー支援スタートブックについて」 

   東松山市教育委員会生涯学習課職員「学校における同和問題学習の基本的事項」 

   県民生活部人権推進課職員「豊かな人権感覚と身近な人権課題‐同和教育を中心に‐」 

イ 「同和教育に関する教員意識調査」の結果を、園長・校長会議で説明・確認 

ウ 秩父地区人権教育推進協議会現地研修会（狭山市）への学校教職員の参加 

エ 児童生徒の人権意識を高める校内研修と実践への支援 

オ 人権感覚育成プログラムの教育課程への位置づけ 

カ 人権作文・標語集「みなの」の作成・配付 

  キ 人権擁護委員と連携した人権の花運動 

  ク 各学校の取組の情報共有 

    

４ 社会教育における皆野町の人権教育 

（１）組織的な取組 

 ・皆野町人権教育推進協議会  ・秩父地区人権教育推進協議会 

・秩父郡市同和対策推進協議会 ・秩父郡市人権教育・啓発推進連絡会議 

（２）町内人権研修会の取組 

・研修会による保護者及び地域住民の人権意識啓発の推進  ・映画「破戒」上映会 

・町新規採用職員への人権教育研修の実施  ・研修用 DVD の購入、視聴及び貸出体制の整備   

（３）令和７年度研修会等の参加状況 

・部落解放同盟人権行政情報交換会 ・研修会市町村人権教育（社会教育）担当者研修会 

・人権教育・啓発推進埼玉県実行委員会総会 ・部落解放第５６回東日本研究集会 

・埼玉県部落差別の解消の推進に関する条例制定３周年県条例を具体化するための意見交換会 

・人権教育・啓発リーダー研修 ・第４５回埼玉人権フォーラム ・第２２回人権担当者基礎講座 

・秩父地区人権教育推進協議会現地研修会 ・第５０回埼玉県人権教育研究集会 

・第３４回人権問題研修会 ・部落解放同盟埼玉県連２０２６年新年旗びらき・研修会 

  ※ 令和８年度は第７７回全国人権・同和教育研究大会への参加を予定 

 

５ 実践の成果と課題 

（１）成果 

・学校教育と社会教育が連携・連動し、皆野町民への正しい同和教育の啓発がなされている。 

・授業や学級の様子から、教職員の人権意識の高揚を見て取ることができた。 

・各校における人権週間等の取組に対して、子供が主体的に参加する様子が多く見られた。 

（２）課題 

・子供、教職員、町職員、皆野町民など様々な立場の人たちが対話し考える研修の機会を町長部局

と連携し検討していきたい。 

・子供の発達の段階に応じた系統的な人権教育の実施ができるよう、教職員が校種を超えて人権教

育について考える機会が必要である。 

「人権作文・標語集 

『みなの』」 

「全校朝会での人権  

  に関する校長講話」 



【人権に関する校長講話の様子】 

小鹿野町立小鹿野中学校における人権教育の取組 

～こどもに関わる人権教育の推進～ 

小鹿野町立小鹿野中学校 坂本 七海 

 

１ 本校概要 

  本校は、全校生徒２０７名、９学級（うち特別支援学級２）の小規模校である。学区が広

く、自転車やスクールバス通学の生徒もいる。本校は町内唯一の中学校であり、２・３年生

は４つの小学校から入学してきた。１年生は、小学校が合併した関係で小学校６年生の時か

ら全員小鹿野小学校で過ごしていた。現在は小中学校ともに町内に１校ずつのため、小中連

携に力を入れて取り組んでいる。 

 

２ 学校教育目標 

（１）校訓      「もと」をつくる 

          ～「もと」とは、人間としての心構え、態度である～ 

（２）学校教育目標  「誇り高く 志高く たくましく」 

（３）目指す学校像  「明るく楽しい 地域に誇れる学校」 

（４）目指す生徒像  「郷土小鹿野に誇りを抱き、確かな『人間力』を身につけた生徒」 

 

３ 学校人権教育目標 

（１）学校の教育活動全体を通して、人権教育を推進し、人権問題の正しい理解を深める。    

（２）差別や偏見を見抜き、身近な人権に関する問題を解決することができる。              

（３）生徒が主体的に考え、正しく判断し、差別のないよりよい集団や社会をともにつくりだそ

うとする実践力を養う。  

 

４ 本校の取組 

（１）人権に関する講話 

年に２回、人権月間の始まりに校長による人権講話集会を行って 

  いる。生徒のよい行いを紹介したり、挨拶や清掃から育む心の成長、 

地域の方からいただいた感謝のメッセージを紹介したりしている。 

（２）人権コーナー（掲示） 

人権講話の内容を掲示し、いつでも振り返られるようにしたり、 

人権に関するポスター・新聞記事等を掲示し、人権啓発を行ったり 

している。 

（３）人権月間 

ア 今日のいいね 

帰りの会で「今日活躍した人は誰か」を確認する場を設定し、 

拍手で賞賛する。生徒のよい行いを生徒が見つけることで、学級 

に温かい雰囲気を作ることが目的である。また、校務支援システ 

ムを活用してその内容を共有している。 

イ 人権に関する本コーナー 

図書支援員と連携し、人権に関する本を１０冊程度設置してい 

る。図書カードが無くても自由に借りられるようにし、借りた人 

が誰なのかわからないよう配慮している。 

（４）人権作文 

人権月間の取組を中心に人権課題について一人一人が深く考える 

貴重な機会になっている。身近な出来事を通して自分自身の言動を 

振り返り、他者への理解や共感を育むことにつながった。 

 

 

 

 

【人権コーナーの様子】 

【 「人権の本」コーナーの様子】



【無言膝つき清掃の様子】

【愛♡言葉の掲示の様子】 

【 「言葉」の本の様子】 

（５）無言膝つき清掃 

清掃の開始から終了まで無言で取り組んでいる。雑巾担当の生 

徒は膝をついて、丁寧に清掃する。意識してやり続けることで、 

非認知能力が向上し、人として成長することができた。 

（６）ＤＶＤ「めぐみ」の視聴 

北朝鮮による日本人拉致問題啓発アニメ「めぐみ」を視聴して 

いる。毎年 1 学年が社会の時間に視聴している。拉致問題につい 

ての正しい知識を身に付け、今も尚続いている問題として捉える 

ことができた。 

 

５ 子どもに関わる人権教育の取組 

（１）アサーショントレーニング 

生徒会主催で、朝の時間にリモートでアサーショントレーニング 

を行った。自分も相手も大切にした断り方の演習をし、適切な言葉 

や伝え方を学ぶことができた。 

（２）「言葉」をテーマにした人権に関する本コーナー 

言葉と人権をテーマに、言葉に関する本を人権コーナーに設置し 

た。言葉が相手に与える印象や感情を表す言葉など、様々な視点の 

本を掲示し、言葉での伝え方を気軽に学ぶことができた。 

（３）スクールカウンセラーによる授業 

一人一人にとって居心地のよい学校にするためにはどのように人 

と関わることの大切かについて学ぶことができた。 

（４）愛♡（あい）言葉 

友達から言われて嬉しかった言葉を生徒から集め、掲示している。 

日常の何気ない一言が人を支える力となることを学び、よりよい人 

間関係づくりや人権意識の向上につながった。 

（５）友達からのメッセージ  

生徒一人一人がクラスの人のよいところをタブレットに書き、集 

約して各々に配布している。自分では気づきにくい長所を知り、自 

己肯定感を高める機会となった。また、互いのよさを認め合う中で、 

相手を尊重する意識や思いやりの心が育ち、よりよい学級づくりに 

つながった。 

（６）人権を考える集い  

社会教育指導員の方をお招きして、人権に関する講演を行っている。前回は、「スマホは

ネットモラルが大切」をテーマに行った。スマホの普及率が上がる中で、改めてスマホの

使い方を見直す機会になった。今年度は、ヤングケアラーについての講演を行う予定。 

 

６ 実践の成果と課題 

（１）成果 

・講話や掲示物等を通して、人権意識を高め、人権課題について身近な問題としてとらえる

ことができた。 

・「今日のいいね」や「愛♡言葉」「友達からのメッセージ」「スクールカウンセラーによる講

話」等を通して、お互いのよさを尊重する心や、一人一人の違いが個性になることを理解

し、互いに認め合う態度の育成につながった。 

（２）課題 

・教職員が主導で行っている活動が多いので、生徒会等を中心とした活動を取り入れるな

ど、生徒の主体性を重視した活動を実施し、より当事者意識をもって人権課題について考

えることが課題である。 

・本校の人権教育は校内での取組が中心となっている。家庭や地域と連携した取組をし、日

常生活の中で人権意識を高める機会を広げる必要がある。 



緒方貞子メモリアルパネル 

秩父高校における人権教育の取り組み 

～国際社会で活躍できる人材育成に向けた人権教育の推進～ 

埼玉県立秩父高等学校 高橋 克幸 

 

１ 本校の概要 

  本校は普通科と国際教養科を併設する全日制の高校である。全校生徒は１年生１５５名、２年

生１７６名、３年生１８５名の計５１６名の学校である。目指す学校像として、「地域の文化と伝

統を重んじるとともに国際感覚を身に付け、協働的・探究的な学びを通して国内外で活躍する人

材を育てる学校」としており、多様な取り組みで国際感覚を養う工夫を施している。 

 

２ スクールミッション（教育目標） 

「変化する社会の中で課題の発見と解決に向けて自ら学び行動し、地域（ローカル）と世界

（グローバル）の革新に挑戦するグローカルな人材を育成する。」 

 

教育目標 

（１）平和と真理と正義を愛する国民の育成に努める。 

（２）個人の価値を尊び、勤労と責任を重んじる心身ともに、健康な国民の育成に努める。 

（３）社会に対する広く深い理解力と健全な判断力を養い、創造力に富む個性の確立に努める。 

 

３ 本校の取組 

（１）人権週間の設置 

９月１６日～１１月８日の２か月にわたり、ＪＩＣＡの協

力を得て、校内に「緒方貞子メモリアルパネル」を展示

し、世界の人権問題に触れる機会を設けた。 

 

 

 

（２）人権教育の活用 

   令和８年３月１７日（火）２学年を対象に２コマ、人権教育を開催し、ＪＩＣＡの職員の方

を講師に迎えて、「安全保障」のテーマのもと、世界全体が抱える貧困について理解を深めた。 

（３）短期留学・留学生の受入 

   本校では毎年姉妹校であるオーストラリアのロビーナ高校との短期語学留学を行っている。

また隔年で同校からの留学生を受け入れており、外国人と日常生活を共にする機会を設けてい

る。 

（４）ＡＬＴの活用 

  本校には２名のＡＬＴがおり、英語の授業をはじめ、学校行事や日常生活を共にしている。

生徒たちは授業外でも積極的にコミュニケーションをとっている。 

 

 

 



（５）社会科の授業の活用 

   社会科では「公共」「歴史総合」「世界史探究」「日本史探究」「政治・経済」の科目が開講さ

れているが、その中で外国人の人権問題に必ず触れる。特に歴史総合の「近代化」の項目で

は、国民国家から排除される存在として「クルド人問題」毎年触れている。その他パレスチナ

問題、立憲主義、人権宣言など、常に外国人の人権に関する内容を扱っている。 

（６）国際教養科での新たな取組 

   令和８年度より設置された国際教養科の１年生１３名対象に、「TOKYO GLOBAL GATEWAY（東京

都英語村）」にて、終日オールイングリッシュの世界を体験させる取組を行った。「外国人人権

感覚」の育成にどれほど寄与したかわからないが、異文化体験・国際的なコミュニケーション

の実践の場となり、少しでも人権教育につながることを期待している。 

 

４ 今後の課題・成果 

（１）課題 

 ・人権教育全般に言えることではあるが、数値で表したり、言動の変化を追うことも難しいた

め、何をもって成果とするかがわかりにくい。  

・「外国人」を相手とする実践であると、その実践の場が少なく、成果が見えにくい。 

・そもそも調査自体が人権に触れるのではないか、という意見が校内で出た。そのため課題自体

が顕在化しにくい点が課題ではないだろうか。 

（２）成果 

・「外国人への人権感覚を身につけたといえる望ましい言動とは？」といった視点があがった。 

・そもそも多くの課題が存在している、という事実や課題に気づけたという点こそが成果である

と考える。 



長瀞町立長瀞第一小学校における人権教育の取組 
～高齢者に関わる人権教育の推進～ 

長瀞町立長瀞第一小学校 吉田 徹馬 
 
１ 本校の概要 
  本校は明治６年に高砂小学校として開校し、今年で１５２年を迎える。令和６年度に町内の２つ

の学校、長瀞第一小学校と長瀞第二小学校が統合し、新たな長瀞第一小学校としてスタートした。
学区には、岩畳や宝登山、野上下郷石塔婆等があり、美しい自然や文化遺産に囲まれている。また、
本校は日米親善の架け橋となった「青い目の人形」を２体所蔵している。 
長瀞町は、埼玉県西部秩父郡に位置する人口約６千人の小さな町である。６５歳以上の人口の割

合は、年々上昇し、令和２年には、４割を超えた。 
学校では、学校応援ボランティアやスクールガードリーダーなどの方々の協力を受けながら、児

童と高齢者の方々が交流する機会がある。 
 
２ 学校教育目標 
（１）学校教育目標 「深く考える子 心豊かな子 たくましい子」 
（２）校訓     「至誠 協和 修行」 
（３）めざす学校像 「まごころを尽くし合い、みんな仲よく、たゆまず学び続け、ありがとうが 

あふれる学校」 
（４）めざす児童像 「まごころを尽くし合い、みんな仲よく、たゆまず学び続ける子」 
（５）めざす教師像 「まごころを尽くし合い、組織の一員として、たゆまず学び続ける教師」 
 
３ 学校人権教育目標 
（１）人権尊重の意識を高め、一人一人を大切にする態度を育てる。 
（２）人権についての理解を深め、様々な人権問題を解決しようとする児童を育成する。 
 
４ 本校の取組 
（１）「チーム長一人権宣言」 

教師が高い人権意識と誇りを再認識できるよう「チーム長一人権宣言」という宣言文を作成
し、職員で共通理解を図った。 

（２）職員研修 
教職員が、人権に関する正しい知識と鋭い人権感覚を身に付けることができるようにするた

めに、同和問題に関する教職員研修を行った。 
（３）挨拶運動 

挨拶を通した児童同士や児童と教師、児童と地域の方との心と心の交流を目的に毎月挨拶運
動を行った。町職員とＰＴＡによるものと児童会の委員によるものを行った。 

（４）縦割り班活動 
全校児童が、お互いの立場を認め、理解し合い、より望ましい集団を形成する態度を育むこ

とができるように縦割り班を編制し、校内清掃は基本的に縦割り班で行っている。また、休み
時間のレクリエーション活動や秋祭りのお店作りの活動を行った。 

（５）人権作文・人権標語 
児童の人権意識の高揚を図り、身の回りの様々な人権侵害や差別問題に正しく対処できる児

童を育成するため、１学期に第２学年以上の児童が人権作文に、夏季休業中に全校児童が人権
標語の作成に取り組んだ。 

（６）人権週間 
人権尊重の意識を高めるために、１学期と２学期に人権週間を設けた。人権週間では、人権

作文の朗読や校長講話等を行った。 
（７）いじめ防止キャンペーン 

児童一人一人がいじめ問題について考え、いじめを許さない集団づくりを目的に、いじめ防
止に関する啓発活動を行った。児童会役員は、児童集会時に劇を交えて、いじめ防止を全校児
童に伝えた。 

（８）人権の花運動 
花を育てる活動を通じて、児童が生命の尊さを実感し、豊かな人権感覚を身に付けることを

目的に、人権の花を育てた。全校児童が日常的に人権の花と接するだろう校庭の様々な場所に
置き、主に、飼育・栽培委員会の児童が水くれを行い育てた。 

（９）人権感覚育成プログラム 
児童が人権を自分事として捉え、互いの人権を尊重し合うための具体的な行動力や実践的な

態度を育成することを目的に、各学年で「人権感覚育成プログラム」を活用した授業実践を行
った。 

（10）手話教室 
児童が手話を第一言語とする人々の価値観や「ろう文化」に触れ、自分とは異なる背景を持

つ他者を尊重する人権感覚を養うことを目的に、手話教室を行った。第５学年の児童が、総合
的な学習の時間に行った。 

（11）県立秩父特別支援学校との支援籍学習 
児童が障害に対する正しい理解をすることと、児童の心のバリアフリーを育むことを目的



に、県立秩父特別支援学校との支援籍学習を行った。令和７年度は、第４学年で３回行った。 
（12）「心のアンケート」 

児童の悩みや不安な思いを把握し、いじめ等の重大事案への組織的な対応をするために、毎
月「心のアンケート」を行った。 

（13）１年生と次年度就学児との交流 
１年生が自分たちの成長を自覚し、相手を思いやる心を育むことを目的に、１年生が次年度

就学児に向けて、学校を紹介する活動を行った。次年度就学児の手をつなぎ、校舎内を案内し
たり、１年生の学習を通して、自分ができるようになったことを紹介したりした。 

（14）「ありがとう日記」 
児童一人一人が、友だちのよさに目を向け、自他を尊重する態度を育むことを目的に、全学

級で「ありがとう日記」を書く取組をした。各々が友達にしてもらって良かったことや嬉しか
ったことなどをカードに記入し、模造紙に貼り付け、学級に掲示した。 

（15）児童の意見を聞く機会の確保 
子供の「意見を表明する権利」の保障を目的として、児童が自分の考えを校長先生に伝える

機会を設けた。第６学年が、３学期末の校長先生との会食時に、学校をさらによくするアイデ
アについて自分の考えを伝えた。 

 
５ 高齢者にかかわる人権教育の取組 
（１）世代間の交流 
  ア 伝統芸能体験学習【総合的な学習の時間・運動会】 

     地域の伝統文化である岩田神楽について岩田神楽保存会の皆様から、神楽の披露と太鼓や
舞などの指導をしていただいた。また、秩父音頭祭りについて長瀞町赤十字奉仕団の皆様か
ら、踊りの指導をしていただいた。体験学習をした第５学年の児童は、地域の伝統文化の価
値や特徴、伝統文化を守ろうとする人たちの思いなどを知り、地域の一員として学んだこと
を生活や行動に生かそうとすることができた。また、伝統芸能を教える、教わる活動を通し
て、世代間の交流ができた。 

     さらに、今年度は、運動会の表現種目として、秩父音頭を全校で踊った。その指導にも長
瀞町赤十字奉仕団の皆様にご協力いただいた。 

  イ 学校応援団 
     本校には、登下校見守りボランティアやミシン裁縫ボランティア等、学校の教育活動をボ

ランティアで支えてくださる方々がいる。ボランティアの方々には、高齢者の方を含め、
様々な世代の方がいる。 

     児童は、自分たちの学校や学習が多くの人の協力で、できていることを実感し、交流の際
や交流後に、ボランティアの方々に感謝を伝えることができた。 

（２）福祉教育の推進 
  ア 身近なバリアフリー探し【総合的な学習の時間】 

     第５学年の児童が、バリアフリーの考えに基づいて作られた品物や設備等を学校や家庭の
中で探し、その工夫について調べ、まとめた。学習を通して、児童は誰もが社会から取り残
されない仕組みについて考えることができた。 

  イ 認知症サポート講習会【総合的な学習の時間】 
     長瀞町役場介護福祉課の協力のもと、第５学年の児童に、認知症を正しく理解し、認知症

の人やその家族を温かく見守る「応援者」を増やすための認知症サポート講習会を開催し
た。講習を受けた児童は、認知症の人やその家族の気持ちを想像し、何か特別なことをする
のではなく、日常の中でのさりげない配慮や声かけなど、自分のできる範囲で活動をするき
っかけを作ることができた。 

 
６ 実践の成果と課題 
（１）成果 

・豊かな経験、知識、技能を学ぶ貴重な機会をもつことで、高齢者を敬う気持ちを育てることがで
きた。 

・高齢者と関わることや福祉について学ぶことで、相手の立場や気持ちを理解し、身近な高齢者に
優しくしようとする意識を育むことができた。 

・学校生活や学習を支えてもらう経験から、高齢者への親しみや尊敬の気持ちを育むことができた。 
（２）課題 

・児童が、生活の中で積極的に高齢者と関わり、相互理解を進め、支え合いの輪を広げていくこと
が、今後の目標である。 

・教師が、高齢者に関わる人権教育と日々の学校生活や学習とのつながりを自覚し、意図をもって
指導に当たる必要がある。 

・ボランティアメンバーの固定化や、地域住民の高齢化に伴う担い手不足により、活動の継続が困
難になることを想定し、活動の持続可能な方法を見出していく必要がある。 



横瀬町立横瀬小学校における人権教育の取組 

～インターネットによる人権侵害の防止に向けた教育の推進～ 

横瀬町立横瀬小学校 大塚 史子 
 

１ 本校の概要  

  本校は明治５年開校以来、よき校風と伝統ある横瀬町唯一の小学校である。雄大な武甲山と学

校のシンボルツリーであるかしの木に見守られ、全校３０９名の児童が昭和８年建設の木造校舎

と令和４年度末に建設された新校舎で学校生活を送っている。見上げるほど大きく育つ校庭のか

しの木を支える地中の根のように、本校では、目に見える姿だけでなく内面や背景といった「根

っこ」を大切にし、未来を支える力を育てる教育を推進している。 

 

２ 学校教育目標 

（１）目指す学校像  「笑顔・誇り・信頼のある学校」 

（２）目指す児童像  「かしこい子 あたたかい子 たくましい子」 

        ・互いに学び合い、学んだことを生かすことのできる子 

        ・相手のよさを認め、思いやりのある行動ができる子 

        ・心も体も健康で、目標に向かって粘り強く取り組む子 

（３）目指す教職員像  ・児童ととことん向き合う教職員 

        ・児童のよさを見つけ、伸ばす教職員 

        ・人権感覚を身に付けた教職員 

        ・互いにリスペクトし合う教職員 

        ・知恵を結集し、ともに汗を流す教職員 

        ・向上心を持ち、チャレンジし続ける教職員 

 

３ 学校人権教育目標  

「一人一人が自分らしさを発揮し互いの違いを認め合いながら、人権を尊重しともに成長して

いく児童を育てる。」 

 

４ 本校の取組 

（１）児童の人権を尊重した指導…人権感覚教職員チェックリスト３０の活用 

（２）人権意識の高揚を図る指導…目指す児童像に基づく指導 

ア かしこい子「友達との学び合いを通して、学びを深めることができる。」 

・他者理解  

・違いに触れて認め合う経験  

・異なる考えを尊重し合う態度 

イ あたたかい子「相手のよさを認め、多様な価値観を受け入れることができる。」 

・偏見・差別の防止  

・相手の気持ちを考えて言葉を選ぶ力 

ウ たくましい子「自分の考えをしっかりと伝えられる」 

・正しく発信する力  

・流されない力  

・傍観者にならない力 



（３）人権月間の取組…本校では、県に倣い１１月～１２月１０日までを人権月間とする。 

・人権に関するＤＶＤ視聴（６年生はアニメ「めぐみ」を視聴） 

・いじめ撲滅メッセージの取組 

・人権感覚育成プログラムを活用した授業の実施 

（４）人権教室…毎年、４年生を対象に秩父人権擁護委員の方による「人権教室」を実施 

（５）人権の花の栽培 

（６）人権教育コーナーの設置 

 

５ インターネットによる人権侵害の防止に向けた教育の取組 

（１）生徒指導主任、特別活動主任と連携した取組 

代表委員会の児童をアンバサダーに認定し、児童主体で「横瀬小学校のネット利用のルー

ル」作成を行う。 

ア アンバサダーが作成したアンケートの結果をもとに、学級ごとにインターネットに関する

問題について考え、その問題に対する対策案（ルール）を作成する。 

イ 全クラスから提出された対策案（ルール）から、アンバサダーを中心に「横瀬小学校のネ

ット利用のルール」を作成する。 

ウ アンバサダーが全校児童へ学校のルールを説明する。 

エ 資料配布を通して家庭に普及し、連携を図る。 

オ 作成されたルールの定着を目指し、生徒指導主任を中心に継続的に指導を行う。 

（２）養護教諭による「インターネット等のやり過ぎによる弊害」についての健康指導 

（３）人権感覚プログラム「インターネットのやくそく守れている？」の活用（３年生以上） 

（４）小・中・教育委員会共作の「よこぜ５か条のＳＮＳルールの活用」 

（５）情報モラル教育よりもデジタル・シティズンシップ教育に重点を置いた指導 

 

６ 実践の成果と課題  

（１）成果  

・児童アンケートから、個人情報の取扱いへの注意や、知らない人との安易なつながりを避ける

意識が多くの児童に定着していることがわかった。これまでの情報モラル教育やデジタル・シ

ティズンシップ教育の積み重ねが、児童の適切な判断力の育成につながっていると考えられ

る。 

・既存のルールを「守らされるもの」ではなく、自分や友達を守るためのものとして捉える姿が

見られた。 

（２）課題 

・高学年児童の中には、SNS 等での言葉のやり取りにおいて相手を傷つける表現について軽く捉え

ている様子も見られた。相手の尊厳を大切にしたコミュニケーションについて継続的に考えて

いく必要がある。 

・ルール作成の際、「困ったときは大人に言う」を重要なルールとして選択した児童が少なかっ

た。インターネット上の人権侵害やトラブルから自分や他者を守るためには、早期に周囲へ助

けを求める力も必要である。安心して相談できる関係づくりと相談行動の促進を今後も図って

いきたい。 


